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数学３ ７章 三平方の定理 「三平方の定理」＜準備問題＞

組 番 名前

次の問いに答えなさい。

(１) ４の平方根を答えなさい。

(２) ８の平方根を答えなさい。

(３) を計算しなさい。

(４) 次の方眼に面積が８㎝ の正方形をかきなさい （ただし，１目盛りを１㎝とする）2 。



８と－ ８

（ の中は小さい数とするので， ８＝２ ２と－ ８＝－２ ２）

(３ ２ )２ ＝３ ２ × ３ ２＝３× ３× ２ × ２＝９× ２＝１８

２ ２

＜準備問題・解答＞数学３ ７章 三平方の定理 「三平方の定理」

(１) ±２ (２) ± (３) １８

(４)

【 】解説

(１) ２乗すると４になる数は，２と－２。

(２) ２乗すると８になる数は，

(３)



１０

数学３ ７章 三平方の定理 「三平方の定理」＜基本問題＞

組 番 名前

１ 次の直角三角形について，３辺ａ，ｂ，ｃの関係を表す式を書きなさい。

２ 次の直角三角形で，χの値を求めなさい。

(１) (２)

(３)

３ 次の問いに答えなさい

(１) 次の長さを３辺とする三角形のうち，直角三角形であるものを記号で答えなさい。

ア ５ ㎝ ，６ ㎝ ，８ ㎝ イ ５ ㎝ ，１２ ㎝ ，１３ ㎝

ウ ㎝ ，４ ㎝ ，６ ㎝

(２) 直角三角形の２辺の長さが，９㎝ ，１２㎝ のとき，考えられる残りの１辺の長さをすべて求

めなさい。

ｃ

ａ

ｂ

χ㎝

8㎝

6cm
4㎝ 4㎝

χ㎝

10㎝

χ㎝

5㎝



４ ２ ５ ３

( １０ )２＋４２＝２６，６２＝３６

( １０ )２＋４２と６２は等しくないので，直角三角形ではない。

３ ７

４ ２

５ ３

４ ２

５ ３

＜基本問題・解答＞数学３ ７章 三平方の定理 「三平方の定理」

１ ａ＋ｂ＝ｃ 短い辺の2乗の和＝斜辺の2乗2 2 2

２ (１) １０㎝ (２) ㎝ (３) ㎝

【 】解説
2 2 2(１) 三平方の定理より，８＋６＝χ

2１００＝χ

χ＝±１０ → １０
2 2 2(２) 三平方の定理より，４＋４＝χ

2３２＝χ

χ＝± →
2 2 2(３) 三平方の定理より，χ＋５＝１０

χ＝７５2

χ＝± →

３ (１) イ (２) １５㎝ または ㎝

【解説】

(１) ＊最も長い辺を斜辺と仮定し、三平方の定理が成り立つか考える。

ア．５＋６＝６１，８＝６４2 2 2

５＋６と８ は等しくないので直角三角形ではない。2 2 2

イ．５＋１２＝１６９，１３＝１６９2 2 2

５＋１２＝ １３ なので，直角三角形である。2 2 2

ウ．

(２) 次の２つの場合が考えられる。

ⅰ． ９㎝，１２㎝が直角をつくる２辺（短い２辺）のとき，残りの辺（斜辺）の

長さをχ㎝とすると，

2 2 2９＋１２＝χ

ⅱ． ９㎝が直角をつくる辺の一方，１２㎝が斜辺のとき，残りの辺の長さを

χ㎝とすると，

2 2 2９＋χ＝１２

9㎝

12㎝

χ㎝

9㎝

χ㎝

12 ㎝



数学３ ７章 三平方の定理 「三平方の定理」 ＜応用問題＞ 

 

                                  組   番  名前                  

 

１ 右の図について，次の問いに答えなさい。 

 （１） ＡＣの長さを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 （２） ＢＤの長さを求めようとしていたＰさんですが，わからなかったので，先生の所に質問

に行くと次のように教えてくれました。会話について次の問いに答えなさい。 

① ア～ウに当てはまる式をそれぞれ答え

なさい。 

 

 

 

  ② x の値を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

③ ＢＤの長さを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

（３） クラスの友達は，ＡＣの長さがわかれば，異なる方法でもＢＤの長さを求めることができ

ると言っています。次の①，②のヒントを参考にＢＤの長さを求める方法を説明し，ＢＤの

長さを求めなさい。 

   ①                    ② 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  
△ＡＢＣの面積は求めら

れるから・・・ 
  

相似の単元で学習したこ

とを使うと… 

先 生：「ＡＤの長さを x (cm) とすると， 

ＣＤの長さは x を用いてどのような

式で表すことができるかな？」 

Ｐさん：「ア           です。」 

先 生：「そうですね。このとき，△ＡＢＤで

三平方の定理を使うと， 

ＢＤ２＝イ             

が成り立ちます。」 

Ｐさん：「△ＤＢＣも直角三角形なので，三平

方の定理を使うと， 

ＢＤ２＝ウ           

という関係が成り立ちますね。」 

先 生：「そのとおりです。この２つの式を使

って x の値を求めれば，ＢＤの長さを

求めることができますよ。」 

Ｐさん：「わかりました。ありがとうございま

す。」 

 
Ａ 

Ｂ 

Ｄ 

Ｃ 

５ｃｍ 

１２ｃｍ 



数学３ ７章 三平方の定理 「三平方の定理」 ＜応用問題・解答＞ 

 

１ 

（１） 三平方の定理より，５２＋１２２＝ＡＣ２ 

これを計算すると，ＡＣ＝１３（ｃｍ） 

 

 

 

（２） ① ア １３－x （ｃｍ） 

イ ５２－x２  （または，２５－x２） 

ウ １２２－（１３－x）２   （または，１４４－（１３－x）２ ） 

 

② イとウより，５２－x２＝１２２－（１３－x）２  

  これを解くと， 

          x＝ 

 

 

③ イと②の結果より，ＢＤ２＝５２－（   ）２ 

 

  これを解くと，ＢＤ＝   （ｃｍ） 

 

 

 

                                    

（３） ① 三角形の面積は，５×１２×  ＝３０（ｃｍ２） 

   

この三角形の底辺をＡＣとすると，高さがＢＤだから， 

 

  １３×ＢＤ×  ＝３０  これを解くと，ＢＤ＝    （ｃｍ） 

 

 

② △ＡＢＤと△ＡＣＢで 

  仮定より，∠ＡＤＢ＝∠ＡＢＣ …① 

  共通な角なので，∠Ａ＝∠Ａ …② 

  ①，②より，２組の角がそれぞれ等しいので， 

  △ＡＢＤ∽△ＡＣＢ 

  よって，ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＣＢ 

 

したがって，５：１３＝ＢＤ：１２ 

   

  これを解くと，ＢＤ＝    （ｃｍ） 

 

２５ 

１３ 

２５ 

１３ 

６０ 

１３ 

１ 

２ 

１ 

２ 

６０ 

１３ 

６０ 

１３ 


